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営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 当社は、平成29年３月期連結累計期間（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

において、営業外費用（為替差損）及び特別損失（当社が保有する連結子会社へ

の貸付金に対する貸倒引当金の繰入処理及び投資有価証券評価損並びに固定資

産除却損）の計上につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．為替差損（営業外費用）の内容 

為替相場の変動により、平成29年３月期連結累計期間において、為替差損

2,417千円を営業外費用に計上いたしました。これは主として平成29年３月末

時点で当社の保有する外貨建資産を同日の為替相場で評価したことで発生し

た評価損であります。 

なお、平成29年３月期第３四半期連結累計期間において、為替差損183千円 

を営業外費用に計上しております。 

 

２．連結子会社の貸付金に対する貸倒引当金の繰入処理（特別損失）の内容 

  個別決算におきまして、当社の連結子会社である株式会社ネオシルク化粧

品の業績に基づき、同社への貸付金残高80,000千円に対して関係会社貸倒引

当金繰入額18,967千円を特別損失として、計上いたしました。なお、平成29年

３月期第３四半期累計期間において、同貸付金に対して、関係会社貸倒引当金

繰入額15,080千円を特別損失として、計上しております。 

  なお、上記の関係会社貸倒引当金繰入額は、今後の同社の業績の状況により

この額は変動いたします。また、連結財務諸表上では全額消去されるため、連

結業績への影響はありません。 

 

３．投資有価証券評価損（特別損失）の内容 

当社が保有する投資有価証券につき、簿価に比べ実質価格との差が著しく乖

離したものについて、投資有価証券評価損27,418千円を特別損失として計上す

る予定であります。 
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４．固定資産除却損（特別損失）の内容 

  当社で所有していた固定資産につき、将来使用見込がなくなった建物及び

建物付属設備等を除却したものについて、固定資産除却損7,895千円を特別損

失の「その他」として計上する予定であります。 

 

５．業績に与える影響 

  当該為替差損の発生による業績への影響につきましては、本日公表の「業績

予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

 以上    


